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豊岡市への提言

平成28年度豊岡市障害者自立支援協議会（運営会議）

平成28年度　地域課題 プロジェクトチームで取り組んだこと 見えてきたこと 下半期の方針

県下において、医療的ケアの必要な児童
は通学の際にスクールバスに乗れず、保
護者の負担が大きい

医療的ケアの必要な方が移動するために
利用できるサービスが少ない

○県立の特別支援学校では医療的ケアの必要な児
童の送迎を対応している学校はない。

○特別支援学校において医療的ケアが必要であり、
通学を保護者が対応しているケースが数件ある。

○学校や事業所において看護師の配置や人材確保
が難しい現状が続いている。

○医療的ケアの必要な方は通学のみならず、通院
や外出等の生活場面においても、親の対応を受けな
ければ移動ができないケースが多いという実情があ
ることが分かった。
　
○医療的ケアの必要な方の生活全般に亘って、外
出時の移動方法は限られており、また、それらに対
応できるサービスや社会資源が充足していないと思
われる。

○会議開催
　６/28(火)、９/27（火）
　※月一回の会議開催を予定していたが、
　　　メンバーの予定が合わず、７月・８月は会議未開催

○情報共有
　　「見えてきたこと」に記載

○他地域での取り組みについて調査
・兵庫県川西市 市立川西養護学校での送迎対応について
　※添付資料

○医療的ケアの必要な方の生活状況や困り感についての共有
・相談支援専門員からの事例提供による共有
　※添付資料

プロジェクトチーム活動の中で見えてき
たことを受けて、通学だけに限定をせ
ず、より広い範囲で医療的ケアの必要
な方の移動について検討することとす
る。

○豊岡市の現状とニーズ把握

○ニーズの抽出方法の検討


